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 本論文は、文法形式をめぐってその形式自身の固有の性質とその形式が結果として表現

することになる意味との関係を明らかにすることを目的としている。 

 文法形式は、ほとんどの場合、一つの形式が場合によって異なるいくつかの意味を表現

しうる。この多義性の構造を分析しようとすれば、その形式が表すある一つの代表的な意

味をその形式自身に内在する意味だと仮定して他の意味がそこから派生してくる道すじを

考えるという方法をとりがちであるが、そのような派生、拡張関係ですべての用法を説明

できることは、むしろ少ない。そこで、別の方法、すなわちその文法形式に固有の性格を

仮定して、それが様々な条件の下にそれぞれの場合の意味を表現することになる論理を考

える必要が出てくる。そのようにしてすべての用法の存在がその条件と共に余すところな

く説明されれば、その形式の固有の性格をそのように捉えることの正しさが証明されたこ

とになり、文法形式と意味との関係についてのそのような観点の有効性が証明されたこと

になる。本論文は、文法形式の多義性の構造の分析という手段を通して、文法形式自身の

性質と意味とのこのような立体的な関係を主張するものである。 

 一つの文法形式が用いられて文にもたらす表現効果（それを意味と呼ぶなら意味）は一

つの範疇にとどまらないことが多い。「ラレル」という形態は「受身」（通常ヴォイスとい



う範疇に関わるとされる）、「可能」（あえてどこかに位置させるとすればモダリティ）、「自

発」（ヴォイスでもモダリティでもない）、「尊敬」（広義にモダリティに含める見解もあり

えようが、本来の意味のモダリティとは別であろう）などの用法を持つが、これらの意味

は多様な次元にわたる。「ハ」という助詞は、題目提示をする、対比の意味を表す、という

二つの表現効果を持つが、前者は一文の表現上のスタイル（断続関係と言われることもあ

るし、情報の新旧分離とも言われることもある）の構成に関する表現効果であり、後者は

並行する他のモノなりコトとの関係に関わる意味である。一つの次元にはない。そのよう

な異次元、複数範疇にわたる意味・用法を一つの形式が実現しうる論理を考えていくため

には、ヴォイス・モダリティ・テンス、題目語・主語・述語などの範疇自身の性質、内実

と、そのような範疇が成立する根拠を考えることが必要であるし、また逆に、それらの言

語形式の多義性の構造を明らかにすることがそれらの文法・意味範疇の内実を深く捉える

ことに役立つ。 

 文法形式の多義性の構造を論ずる本論文は、そのような意味で、主語・述語・題目語、

モダリティ・テンスというような文法・意味範疇に関して、また「受身」「可能」「推量」

「完了」というような文法的意味に関して、それがどのようなものであるかを明らかにし

ようとする一面をも合わせ持っている。 

 そういう目的を有するものとして、本論文は以下のような構成を持つ。 

 第二分冊（刊行物としての『文法と意味Ⅰ』に対応）第一章は、文法形式自身の性質と

それが文に用いられた結果生ずる意味とを峻別しなければならないという方法的主張が要

請される理由を論じており、一語文、感嘆文、希求（命令）文などいわゆる喚体的な構造

を持つ文の成立様相と意味発生の論理を論じている。 

 第二分冊（『文法と意味Ⅰ』に対応）第二章は、いわゆる陳述論の精神、学史とその中の

どの面を継承し、どの面を否定すべきかを論じている。文法形式自身とそれが表す意味と

を重ねてしまって考え（意味とは別に文法的性格を考えようとはせず）、従って文全体の意

味的構成を語ることをもって文の構造を語ったことにするという“文法”論のあり方は、

戦後陳述論から始まって現在の階層的モダリティ論に至る一つの有力な見方であるが、こ

の学史の一面を肯定しつつも全体的方向としては否定することになる本論文にとっては、

この学史の内部構造を解析しておくことが是非とも必要となる。 

 第二分冊（『文法と意味Ⅰ』に対応）第三章は、述語をめぐって、「シヨウ」「シタ」「シ

テイル」などの文法形式がどのようなメカニズムをもって主観的意味、時間的意味、およ



びその他の若干の意味を表すことになるのかを論じ、それを通じてモダリティ、テンスと

いうような範疇はどのようなものとして捉えるべきかを論じている。 

 第三分冊（『文法と意味Ⅱ』の主要部分に対応）第一章は、助詞「ハ」の多義性の構造と

この助詞をめぐって注目される特殊な文型（「象は鼻が長い」「ぼくはうなぎだ」など）の

成立の論理を論じ、この助詞の多面性が今までどのように論じられてきたかという学史に

ついての私の理解と、この助詞について本当に論じられるべきこととは何かを論じた。そ

の中では、係助詞とは何か、「ハ」はどのような意味で係助詞なのかについての見解ととも

に、当然、題目語（主題）と呼ばれるものの内実把握と規定が必要になるが、これについ

ても積極的な主張を提出している。 

 第三分冊（『文法と意味Ⅱ』の主要部分に対応）第二章は、主語をめぐって、（普遍的に）

主語とは何か、日本語で主語はどう規定されるべきかを認知言語学的観点をもって論じ、

その中で助詞「ガ」（ガ格項）を日本語の主語の印として位置づけた。そこでは、二重主語

文や主語項の複雑な配置が現れるラレル形述語文の構造が問題となるが、二重主語文につ

いては二つの主語が要請される原理からこれを二種に分類してこれまでの研究史にはなか

った新しい見方を提出したほか、ラレル文の全用法を「出来文」（個体の運動として事態を

把握せず、コト全体の生起として捉える特別な語り方の文――出来スキーマを持つ文――）

として捉えることを通して、ラレル文の多義性の構造と主語配置がそうなる論理とを説明

した。その過程で「受身」「可能」という文法的意味を独自に定義しなおし、合わせて、ヴ

ォイスというものについての広い見方を提唱している。 

 第一分冊「総括的序章」（『文法と意味Ⅱ』の序章として刊行予定）は、そのような多岐

にわたる文法形式と意味との関係の議論を通して本論文が主張しようとしたこととは結局

なにかを、方法的主張、形と意味の関係を見る視点のあり方という面から整理し直し、あ

らためて論じている。その中では、同時に、文の種類、述語、主語、モダリティ、テンス

などの文法範疇についても、本論文の見解は先行学説とどのように異なるか、なぜ先行研

究とは違うそのような主張をしなければならないかを論じた。 


